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2011年度 （社）萩青年会議所スローガン



わが故郷萩の発展とともに歩んできた歴史と伝統ある社団法人萩青年会議所の第55代理事長
職を務めることが出来ましたのもひとえにご支援ご協力を賜りました先輩の皆様、関係諸団体
の皆様、一年間共に走ってくれた会員のみんな、そして私たち会員を支えてくれました会社の
皆様、ご家族の皆様に心より感謝申し上げます。本当に一年間ありがとうございました。

2011年度は「志士仁人～強く優しく～」のスローガンのもと、目的や信念をしっかり持ちそれ
をやりぬく強い志と人を愛し他を思いやる優しい仁の心を念頭に運動を展開してまいりました。

会務の要である総務広報委員会は年初より年間通して総会、例会の主管としっかりと運営し
てもらいました。広報活動においてもホームページでのブログ開設によって萩青年会議所の運
動や活動内容をより多くの方々に知っていただく良い機会をつくってくれました。また、委員
会の強い要望で幾度となく練習し、スローガンの文字を恥ずかしながら書かせていただき、手
製の落款まで作っていただき本当に嬉しく思いました。

会員交流委員会は会員相互の交流はもちろん私たちの一番の応援団である先輩との交流、い
つも支えてくれているご家族との交流を大切に活動してくれました。ただ夏に家族会を予定し
ておりましたが諸事情により中止になり委員会そして会員のみんなにはご迷惑おかけ致しまし
た。もっとも家族の絆を感じる出来事でした。新年宴会、花見例会、認承記念、OBとのスポー
ツ交流、卒会式・忘年会そしてクリスマスファミリーパーティーなど本当に会員がひとつにな
り先輩の皆様やご家族の皆様へ感謝できたと思います。特に子どもたちの笑顔に委員会共々大
変うれしく喜びを分かち合いました。新年宴会での９畳ほどある紙に夢という一文字を書き上
げた巨大書初めの爽快感とこれから始まる一年への期待に満ちた高揚感は今も忘れません。ま
た商工会議所青年部との交流会もとても有意義な設営でした。この小さい故郷萩で共にまちを
愛する気持ちは同じです。今後のコラボレーションを予感させる時間でした。

指導力拡大委員会は自分を律し市民の規範となるべく会員の資質向上と私たちが規範となら
なければ会員拡大は出来ないとのおもいから拡大もやっていただきました。この青年会議所の
命題ともいえる会員拡大をかつてない『２月度例会 拡大プロジェクト30～200％例会～』とい
う会員が必ず入会候補者を１名例会に連れてくるという手法で見事達成し、この例会が会員拡
大にはずみをつけたのは言うまでもありません。そして、本事業は山口ブロック協議会褒賞に
て最優秀賞を受賞いたしました。また、会員拡大には広く私たちの運動を周知しなければなり
ません。そこで、３月に発生いたしました東日本大震災において現場で必要とされている支援
や私たち青年会議所の地域での役割を紹介するため『９月度オープン例会～被災地からのメッ
セージ～』と題しまして（公社）日本青年会議所東北地区宮城ブロック協議会会長 佐藤知樹君
に講演いただきました。私たち民間団体が有事の際、現場での機動力や全国ネットワークをい
かし出来る事を広く周知するとともに確認することが出来ました。

閉塞感漂う地方にあきらめない青年として夢と希望のもてるまちづくりを目指し、社会開発
委員会は『萩カルチャーミーティング2011～みんなでつくる夢広場～』を萩中央公園で開催し
てくれました。この萩の中心にある公園で市民による市民のための自由な発想空間の演出、各
諸団体やサークル間の情報交換や情報発信による心の豊さの醸成を見事にかたちにしてくれま
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2011年を振り返って 第55代 理事長　豊　田　善　隆
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した。また事業後の参加団体との意見交換会において様々な意見の交流が図られ、CDサイクル
（調査、分析、企画、実施、評価）に則り評価調査そして分析ができ、本当の意味でのまちづく
りが出来たと感じております。私たちの夢と希望そして子どもたちの願いをのせて気球はつい
に飛びました。本当にお疲れ様でした。

日本国民にとって戦後最大の試練ともいえる大震災が発生し、皮肉にもこんなに絆という言
葉が叫ばれた年はない2011年に家族の絆、会員の絆、市民の絆の大切さを今一度考え、人を愛
し相手をおもいやる優しい仁の心を次世代に伝えるべく青少年育成委員会は『親子のキズナ再
発見！～パパ・ママだ～い好き～』を開催してくれました。家族という愛すべき最小単位のつな
がりを一日の共同作業を通じて感じていただき本当に大切なものを気づかせてくれました。事
業終了後の参加してくださったご家族からの感謝とお礼のお言葉に胸がいっぱいになりました。　
また、青少年の育成を考えるうえでまず親として大人として自分を見つめることからはじめな
ければならないとのおもいから『親学～子どもたちが求める理想のパパ・ママ講座～』と題し、
保育園経営者である横峯吉文氏をお招きし講演していただきました。子どもは今も昔もかわら
ない。かわったのは私たち大人であることを気づかされ、子どもたちの本来の可能性を最大限
に引き出す教育法に感銘を受けました。会場からは多くの質問が飛び出し参加された皆様にも
大変有意義であったと思います。

最後に皆様のおかげをもちまして青年会議所運動の先頭にたって一年間走り続けることが出
来ました。自分自身やってみて変わった事、分かった事すべてが今の自分の糧となっておりま
す。私たち青年の熱意と情熱が続く限りこの運動はずっと存在意義のあるものと確信いたしま
した。

私の生涯において忘れられない年となった2011年。皆様とともに歩めたことに感謝申し上げ
ますと共に心より厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。



本年度、豊田理事長のスローガン「志士仁人～強く 優しく～」のもと、直前
理事長として１年間理事長のサポート役を務めさせていただきました。１年間、
皆様には大変お世話になりました。１年を振り返ると、本年は３.11東日本大震
災という大きな震災があり、（公社）日本青年会議所としても、事業をするべき
かどうか迷われた程、大変な年でありました。萩青年会議所また山口ブロック協議会としても、いち早
く救援物資等の支援活動をし、支援に努めました。また、本年は山口ブロック協議会の副会長として、
出向もさせていただきました。昨年、ブロック協議会の会長が９月の時点でも決まらないという大変な
年でありました。その中、昨年の理事長として、出遅れた山口ブロック協議会を支えるという意味で副
会長を受けさせていただきました。またＬＯＭの組織が決まっている中、急遽ブロック役員として、委
員長、財政局長を萩ＪＣから出向していただける配慮をしていただいた豊田理事長には感謝しておりま
す。１年間、萩ＪＣからの出向者として職務を終えた事もご報告しておきます。

最後に、豊田理事長をはじめとします会員の皆様、様々な事業にご協力をいただいた先輩の皆様に感
謝を申し上げ、事業報告とさせていただきます。

１年間ありがとうございました。

本年度は、豊田理事長の掲げられた「志士仁人～強く　優しく～」のスロー
ガンの下、会務担当副理事長を務めさせていただきました。総務広報委員会、会
員交流委員会、指導力拡大委員会の３委員会を担当し、皆様のお陰をもちまして
無事１年間の職務を終えることができました。ありがとうございました。
中野委員長率いる総務広報委員会は新年宴会、例会の主管、総会、認承記念式典の主管、広報活動に関
する事業、卒会式・忘年会など１年間、委員会メンバーがお互いに協力しフルに活動されました。多少の
ミスがありましたが数多くの委員会を重ね準備・設営をしていただき、萩青年会議所の運営をサポートし
ていただきました。本年度の経験を糧として後世にしっかりと繋いでいただきたいと思います。
末武委員長率いる会員交流委員会は新年宴会余興、花見例会、ＯＢとの交流会、卒会式・忘年会の余興、
クリスマスファミリーパーティーなど数々の事業を展開されました。中でもクリスマスファミリーパーテ
ィーではゲーム等を通じ家族のコミュニケーションが図れ、家族の絆・会員家族間の親睦と交流を深める
ことができました。また１年間JC活動を支えてくださった家族の方へ労をねぎらい楽しんでいただくこと
ができたと思います。委員会や事業を通じ委員会メンバーの団結力が強まり楽しい雰囲気を感じました。
岡田委員長率いる指導力拡大委員会は２月度例会「拡大プロジェクト３０～２００％例会～」、５月度例
会「ＬＤ道場」、新入会員セミナー、９月度例会「被災地からのメッセージ」、「３分間スピーチ」、「会員
拡大のとりまとめ」を中心に活動されました。中でも９月度例会「被災地からのメッセージ」では宮城
ブロック協議会佐藤知樹会長をお招きし、被災地の現状、そして被災地が今必要としていることなどを
ご講演いただきました。また、オープン例会とし一般市民に参加していただくことにより、ＪＣの活動
内容や存在意義を広く告知できたと感じています。
３委員会とも、会員相互の親睦が図られ、メンバー同士でお互いに助け合い、会員の絆が育まれた１年
であったと感じています。この経験をこれからの活動に充分に活かしていただきたいと願っています。
最後に豊田理事長をはじめ３名の委員長そして委員会メンバーならびにご協力いただきました皆様に感
謝いたします。1年間本当にありがとうございました。

−５−

直前理事長　増　山　真　吾

会務担当副理事長　長　岡　智　之
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本年度、豊田理事長の「志士仁人　強く優しく」のスローガンの下、事業担
当副理事長を務めさせていただきました。社会開発委員会、青少年育成委員会
の２委員会を担当し、自分自身大変勉強になった１年になりました。

社会開発委員会 大嶋委員長は、持ち前の行動力で委員会メンバーを引っ張っ
ていかれ、萩市の美術館・中央公園・図書館のそれぞれの点をひとつの面として展開し、その土地の文
化力である住民の豊かなライフスタイルやコミュニティーを醸成するとともに、萩市中央公園が人と笑
顔で溢れる文化発信の地になる事を目的とした「萩カルチャーミーティング2011～みんなでつくる夢広
場～」を開催され、今後の中央公園また各街作り団体の連携に明るい展望を開かれました。

青少年育成委員会　横山委員長は、委員長を引き受けられた当初からの想いである「親子の絆」とい
うテーマで委員会メンバーを引っ張っていかれ、「親子のキズナ再発見！～パパ・ママだ～い好き～」と

「親学～子供たちが求める理想のパパママ講座～」の２事業を開催されました。参加した子どもたちの楽
しそうな笑顔が忘れられない事業となりましたし、ヨコミネ式教育法という興味深い講演を親世代の
方々に聞いて頂く場を作ることが出来ました。

最後に豊田理事長をはじめ２名の委員長そして委員会メンバーならびにご協力頂きました皆様に感謝
いたします。１年間本当にありがとうございました。

本年度、豊田理事長のスローガン「志士仁人　強く優しく」のスローガンの
もと専務理事を務めさせていただきました。まず本年は３月11日に日本全体に
未曾有の被害をもたらした地震の後、社会は大きな危機に直面しました。遠く
離れたここ萩でも青年会議所として被災地復興に向けて義援金や支援物資等々、
メンバーの皆様には大変ご協力頂きありがとうございました。世の中は暗かったのですがメンバーひと
りひとりの強い気概で最後まで事業展開することが出来ました。専務理事としてしっかりとした運営を
することが出来ず、メンバーの皆様にはご迷惑をお掛けしました。入会して10年が経ちましたが、新鮮
な気持ちで１年間活動出来ました。豊田理事長はじめ会員の皆様、様々な事業を御協力頂きました先輩
の皆様、本当にありがとうございました。

事業担当副理事長　波多野　慎　一

専務理事　槇　垰　守　貢
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監　　事

大久保　裕　元
監　　事

山　縣　賢一郎
事務局長

井　町　嘉　助

1年間ありがとうございました
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１）例会・新年宴会・臨時総会・認承記念式典・定時総会・卒会式・忘年会の主管
●１月度例会『定時総会』・新年宴会

１月12日（水）萩グランドホテルにて、例会、定時総会を開催。その後の新年宴会では来賓Ｏ
Ｂ40名のご出席のもと盛大に開催することができ、豊田理事長の新年度のスタートをきること
ができました。

●７月度例会『臨時総会』・認承記念式典・認承記念パーティー
７月12日（火）千春楽味楽亭にて例会、臨時総会を開催。そ

の後、来賓ＯＢ27名のご出席のもと創立54周年を祝うことがで
きました。

●８月度例会『定時総会』
８月12日（金）萩商工会議所にて例会、定時総会を開催。

2012年度大久保理事長が承認され、各理事、監事の選出を行い
ました。

●１２月第１例会『出向報告・褒賞ＰＡＲＴ１』
12月２日（金）萩商工会議所にて例会を開催。出向報告と褒

賞を実施しました。

●１２月第２例会『褒賞ＰＡＲＴ２』・卒会式忘年会
12月12日（月）萩本陣にて例会を開催。その後の卒会式忘年会で

は、卒会者２名の満期卒会を盛大にお祝いすることができました。

総務広報委員会 スローガン　凡事徹底

事業内容

委 員 長
中野　　隆

副委員長
岡田　　泰

委　　員
上田　智幸

委　　員
小野村知子

委　　員
田中　毅一



−９−

２）ＪＣ手帳作成
ＪＣ手帳を作成しました。カレンダーを追加して手帳の有効活用

を図りました。

３）名刺及びネームプレート作成
メンバ−の名刺及びネームプレートを作成し、各メンバーに配付しました。名刺の裏面に

「会拡大特命担当者」と印刷し、会員拡大への意識を高めました。

４）広報活動に関する事業

●ホームページの作成・管理
ホームページを作成しました。会員専用ページや運営者ブログを新設し、萩ＪＣの広報に

役立てたと思います。

●ＪＣニュースの作成
年間６号作成しました。新入会員にＪＣに入会して感

じたことをコラムで掲載しました。

●写真の管理
ＪＣ活動での写真を撮り、保存しました。

５）褒賞
ＪＣ手帳を作成しました。カレンダーを追加して手帳の有効活用を図りました。

６）卒会アルバム作成
卒会者２名の長い青年会議所活動の記録をアルバムにして作成し卒会式でお渡ししました。

７）チャームボックス・コンフェボックス実施管理
各例会等にてチェームボックス、コンフェボックスを担当し管理をしました。

８）会員拡大
拡大リストに挙げた人を一人も入会させることができませんでした。申し訳なく思ってい

ます。

９）全事業への協力参加
委員会としてできる範囲で全事業への協力参加をしました。

式典などでミスが多く緊張感のある式典ができませんでした。これを教訓にして来年迎
える５５周年記念式典を完璧に開催できるようにしたいです。年間を通じて事業があり、
委員会開催回数も４０回を超えました。委員会メンバーの皆さん・会員の皆様に支えら
れて無事に終えることができました。ありがとうございました。

最 後 に 一 言



−10−

1．拡大プロジェクト30 ～200％例会～
2月12日（土）ホテル萩の浜
豊田理事長の「会員拡大」へ向けた熱い情熱を形に

すべく、全会員が必ず一人以上の入会候補者を連れて
200％で例会を開催するという新しい試みに挑戦致しました。例会テーマでは候補者の方々に
ＪＣのことを良く知って頂く為に、山縣監事による「萩ＪＣの軌跡」を講和頂きました。全
メンバーの協力のおかげで無事200％例会を開催でき、会員拡大に繋がる素晴らしいスタート
となりました。本年の山口ブロック褒賞「拡大部門」で当事業が優秀賞を頂きました。

2．ＬＤ道場　～慈悲の心～
5月12日（木）霊椿山　大照院
早朝の清掃活動と座禅により、己を律し自己研磨の精神を養

い、他者に手を差し伸べ地域を愛する「慈悲の心」を有せる強
く優しいリーダーとして、今後も真摯な姿勢で積極的に活動を
行うことのできる会員の資質向上に繋がることを目的としてＬ
Ｄ道場を開催致しました。大照院にて座禅を行った後、境内の清掃活動を行いました。５時半
にお寺で例会を開催するという通常とは異なったシチュエーションでしたが、早朝のすがすが
しい空気の下での例会も大変有意義であったと思います。

3．新入会員セミナー
8月5日（金）ホテル萩の浜
入会2年未満である11名の新入会員を対象にセミナーを開催致

しました。事前にセレモニー、ＪＣソング等のＣＤを配布し、
当日はまずセレモニーをランダムに当てて発表をして頂きまし
た。ＪＣ講座では今後のＪＣ活動へ一層の目的と意欲を持って
頂く為に、ＪＣの基礎用語やＪＣの意義などを分かり易く講和
致しました。最後に、執行部を含む全員で班に分かれＪＣゲー
ムを体験して頂きました。セミナー後の居酒屋の青春では、新
入会員の方にゲーム形式でスピーチをして貰い、終始和気あい
あいとした雰囲気で進行でき懇親を深める事にも繋がりました。

指導力拡大委員会 スローガン　己先道開

事業内容

委 員 長
岡田　勝行

副委員長
佐久間慈子

委　　員
安森　順子

委　　員
藤山　博之
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4．9月度例会　～被災地からのメッセージ～
３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震から半年が経過し、被災地の現状や地域により

性質の違う被災内容を認識し、被災地でいま本当に求められているもの「被災地からのメッ
セージ」を感じ取りとり、復興に向けて個人としてJAYCEEとして考え、地域一体となって
支援活動を行う一助となることを目的として、オープン例会という形式で一般の方もお招き
し開催致しました。公益社団法人日本青年会議所宮城ブロック協議会会長　佐藤知樹君に被
災地の現状とこれまでの支援活動などについてご講演頂きました。68名の一般参加者があり、
ＪＣの活動内容や存在意義を広く告知できる機会にもなり得、今後の会員拡大にも繋がって
いくと思われました。

5．3分間スピーチ
テーマを「ＪＣとわたし」とし、発表者は皆さんそれぞれ個性溢れるスピーチをして下さ

いました。今回は委員会枠を設け、各委員会の代表者にも発表をして頂く機会を設けました。
発表の様子をビデオに収め、講評シートのまとめを発表者にフィードバックすることで、客
観的に自らのスピーチを見直す事にも繋げて頂きました。最も採点が高かった方をMVP賞、
理事長の印象に残った方を理事長賞、そして委員会枠の中で採点の高かった方を委員会賞と
して表彰させて頂きました。

6．会員拡大取りまとめ
本年は全会員の名刺に「拡大特命担当者」と印刷し、一人一人が拡大に取り組んで頂く為

にも様々な試みを致しました。まず入会候補者の情報を一元管理できるように、拡大シート
を一新。また入会パンフレットや入会にまつわるQ&Aシートなども作成し、メンバーに活用
頂きました。拡大リスト情報は各委員会で取りまとめて貰い最新版を全員に配信、HPの会員
専用ページ内でもメンバーはいつでも閲覧可能という形式を取りました。2月の200％例会で
リストアップ情報も充実し、最終的に8名の入会申し込みを頂きました。全メンバーが心をひ
とつに拡大に取り組んで頂いた結果だと思います。ご協力、本当にありがとうございました。

200％例会からはじまり、オープン例会や早朝例会など通常とは異なった取り組みを委
員会メンバー全員で懸命に形にし、皆さんのご協力とご理解に支えて頂いた一年であっ
たと思います。特に200％例会がブロック褒賞で優秀賞を頂けた事が何より誇りとなりま
した。豊田理事長をはじめとするメンバーの皆様には最後まで多くのご心配をお掛けし
ました。

最 後 に 一 言



1．新年宴会の余興
１月12日～萩グランドホテル天空　日本海の間～
「志士仁人」の本年度スローガンと豊田理事長の雰囲気から、重厚感と迫力ある演出で登場して

いただこうと、大筆で巨大パネルに今年一年の想いを書いていただくという書道パフォーマンスで、
「夢」という文字を三味線の音楽にのせ勢い良く書いていただき、OB会員やご来賓へ披露させてい
ただきました。2011年度の輝かしい幕開けとなり、盛大にお祝いすることができました。
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会員交流委員会 スローガン　せっかくやるなら楽しくやろうぜ！

委 員 長
末武ちどり

副委員長
金子　正史

委　　員
伊藤　　茂

委　　員
江山　普郎

委　　員
赤木　正雄

委　　員
吉村龍一朗

委　　員
世良真智志

委　　員
原田　一紳

研修会員
吉崎　滋洋

研修会員
山田進太郎

委　　員
藤井　　健

事業内容
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2．花見例会
４月12日～千春楽　コンサバトリールーム～
本年度はコンサバトリールームの屋外で花見例会を行い

ました。昨年の室内とはちがい解放感溢れ、花を見ながら
バーベキューするには最適な会場でした。余興のゲームも
広々と普段の室内余興ではできないような演出ができ、先
輩方との交流もでき盛り上がっていただけました。

3．家族会
８月21日～竹泉～（予定）
事業を行うことはできませんでしたが、家族会へ向けて

の委員会や余興に必要なものを手作りで作ったりするな
ど、委員会メンバーが遅くまで汗を流すことで一致団結で
きよかったです。

4．認承記念式典の余興
７月12日～千春楽　味楽亭～
OB会員とご来賓そして現役会員の混合チームで「すご

ろく」対決を行いました。始めはルール説明がうまくいか
なかったり、駒を進めるためのパットが入らず戸惑いも見
えましたが、序所に盛り上がりそれぞれのチームがひとつ
になり懇親を深める事ができました。

5．OBとのスポーツ交流会（ボウリング）
10月18日～ユーズボウル～
本年度もOB会員の方々とボウリングを行いました。ど

のチームもOB会員と交流しながらボウリングし、また、
エキシビションマッチではOBの投げられた後のスペアを
取るという、大変プレッシャーのかかるゲームだけに盛り
上がりました。懇親会でも特に同じチームだったOB会員
と話がはずんでいてしっかり懇親が深められたと思いま
す。

6．卒会式・忘年会の余興
12月12日～萩本陣～
卒会生2人とＯＢ会員・現役会員の一年間の労をねぎら

い、卒会式・忘年会の余興を会員交流委員会だけでなく、
垣根を超え他の委員会のメンバーも一緒に余興を盛り上げ
会全体の雰囲気を盛り上げることができました。

7．クリスマスファミリーパーティー
12月12日～萩本陣～
現役会員とそのご家族でクリスマスファミリーパーティ

ーを行いました。家族知恵と運を使って行う家族ゲーム・
子供たちに大人気だったマジックショー・ビックな景品が
当たるビンゴ大抽選会・くじ引きなど家族の方も楽しめ、
単身会員にも楽しんでいただけるような演出にし、一足早
いクリスマスを満喫できたことと思います。

委員長である私が入院した間や、ラストイヤーと言うことで、卒会式・忘年会の余興
を金子副委員長を筆頭に委員会メンバーには本当に助けていただきました。最後は大所
帯となりましたが、行動力と団結力のあるメンバーに支えられ一年楽しい委員会を過ご
すことができました。また、会員の皆様のご協力本当にありがとうございました。

最 後 に 一 言



1．６月度例会　市長例会「これからの萩市の展望と設計」
実施日：６月13日（月）　場所　商工会議所３F
テーマを「これからの萩市の展望と設計」と題して市長に講

演をして頂きました。講演内容の充実のために市長との事前打
ち合わせを２回ほど行い、メンバーの皆様においては今後の仕
事、ＪＣ活動に役に立ったと確信しております。質疑応答では
事前に知らせていない内容の質問に真摯に答えて頂き、市長の生の声を聞く事も出来ました。

2．のんた大提灯パレード
実施日：８月３日（水）場所　住吉神社～市内パレードコース
本年度は快晴に恵まれ、平日の開催にもかかわらず500名を

超える町内からの参加がありました。本年度はコースの変更や
再出発時間の変更などに取り組みました。各所との交渉は大変
でしたが、のんた大提灯協議会の思いを実現することが出来ま
した。のんた大提灯パレードを通して町内会や市民、ＪＣ会員が連携して行う事で笑顔が溢
れ、地域活性化や地域の連帯に繋がりそれぞれが地域愛を深めて頂いたと確信しました。

3．萩カルチャーミーティング2011～みんなでつくる夢広場～
●萩カルチャーミーティング２０１１～みんなでつくる夢広場～

実施日：10月23日（日）場所　萩市中央公園
●萩カルチャーミーティング２０１１交流セミナー

実施日　11月５日（土）場所　山口セミナーパーク

本年度、社会開発委員会は萩市中央公園にて「萩カルチャーミー
ティング２０１１～みんなでつくる夢広場～」を実施しました。初
めて民間が萩市中央公園で大規模な事業を行うということで、行政
との調整に大変苦労致しました。行政のほうも前例が無いというこ
とで判断しにくい事案でしたがなんとか実施することが出来ました。

本事業のポイントとして二つのポイントがあります。一つは萩市中央公園の市民参画のモ
デルづくり、もう一つは数多あるNPO法人やボランティア団体など、まちづくりに携わる多
くの団体のベクトルを同じ方向に向け、より発信力を上げることを優先的に実施しました。
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社会開発委員会 スローガン　随所為主

委　　員
野間　保宏

副委員長
井上　光治

事業内容

委 員 長
大嶋　匡史

委　　員
松本　俊孝

委　　員
山本　　舞
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◆萩市中央公園の市民参画のモデルづくり
旧萩市民球場の整備開発で新たに市民の憩いの広場の萩

市中央公園。委員会ではまず萩市の都市公園条例を調べま
した。併せて札幌大通公園の都市公園条例をはじめ有名な
都市公園について調べました。全国の都市公園条例は都市
公園法や国土交通省の都市公園法運用指針に基づいて制定
されていました。しかしながら全国各地の公園はその利用
状況はそれぞれ違っている事に目を向けました。今回参考にした公園が観光スポットにもな
っている札幌大通公園です。札幌大通公園では地域ボランティアが公園の植栽をしたり、ま
ちづくり団体がイベントを行ったりと他の公園には無い『市民参画』があることに気付きま
した。札幌市民が大通公園を愛し、公園に密着したライフスタイルを送ることで公園が賑わ
い、人々のコミュニケーションの場に育っていったように思います。そこで、萩市中央公園
も人々が集まり、賑わいのある魅力的な公園にするために本事業を開催しました。立地条件
を加味し、萩市民の文化力を集めて体験型ブースを設置し萩市中央公園でアートや芸術を介
して発生する新たなコミュニケーションが明るい豊かな社会の実現になると思い様々な団体
に声をかけ実施いたしました。事業当日、出展者と体験者相互の新たなコミュニティー、体
験者同士の情報交換、来場者同士の交流が図られたように思います。本事業がきっかけとな
り将来、ストリートライブをする若者や絵を描く人、植栽を手入れする市民ボランティアな
ど自然と人が集まる場所へと変わっていくことを切に願います。

◆まちづくりに携わる多くの団体のベクトルを同じ方向に向け、より発信力を上げる
今、萩青年会議所の存在意義が叫ばれています。多くの

市民団体、NPO法人などより専門性の高いまちづくりが全
国各地で取り組まれています。それは同時に諸団体に会員
が所属し、知識は高いがマンパワーが不足し理念を十分に
発揮できないというデメリットを生んでしまっているよう
に感じました。そこで、それぞれの活動の方向性を束ねて
より強い発信力にすることが我々、萩青年会議所が取り組
むべきまちづくりと考えました。そこで二〇〇八年より実施されている文化系企画である

『萩まちなかアート』を主管する文化協会並びに県立萩美術館浦上記念館にお話を伺いに行き
ました。他にも萩商工会議所青年部や地域ボランティア団体の萩LOVE、福栄青年有志など
も話を伺いました。本事業を実施するにあたり、２０１１年度の萩青年会議所のまちづくり
に対する考えをお話しさせて頂きました。事業ではブース出展や、スタッフとして参加と
様々な形でともに手を取り実施しました。打ち合わせを進めるたびに相互コミュニケーショ
ンが深まり、萩市に対する思いを享受することが出来ました。山口セミナーパークで実施し
ました交流セミナーでは参加された皆様が真剣に萩市の未来を語っていました。今後、数多
く存在するまちづくり団体の活動が一定の共通認識のもと、強く発信する一つのきっかけが
出来たように思います。

社会開発委員会の委員長として萩市のまちづくりに真剣に向き合いました。事業を実
現するために多くの方々と知り合い意見交換することで、自分自身成長できたように思
います。最後まで支えて頂きましたメンバーの皆様に感謝申し上げます。

最 後 に 一 言



1．『親子のキズナ再発見～パパ・ママだーいすき～』
現代社会は子供たちにおいては習い事の多さやテレビゲー

ムなどの進化、大人においては仕事の忙しさや趣味の多さか
ら、家族のコミュニケーションが減ってきてはいないでしょ
うか。そこで本年、青少年育成委員会は「家族の絆」・「家
族間のコミュニケーション」の重要性を目的とし、身近にあ
る物を使って親子の絆を再確認して頂く事業を企画しまし
た。萩市内の小学4年生とその両親を対象に参加を募り15家
族49人の参加を頂き８月28日に明木にある旭マルチメディア
センターを活用し『親子クッキング』・『木工細工』の２本
柱で事業を行いました。『親子クッキング』については家庭
において一番コミュニケーションをとる事の出来る場面は食
事の時間ではないかと委員会内で考え、当日はお母さんに先
生になって頂きお父さんとお子さんにカレーライスを作って頂きました。普段の家庭ではお父
さんがお子さんとキッチンに立つ事がない為最初はぎくしゃくと料理を作っておられましたが、
時間が進むにつれお母さんの的確な指示をお父さんと子供が実行していくといった光景が会場
内のすべてに見られその中から生まれてくる会話が私たちJCメンバーも和ませてくれました。

『木工細工』については講師に組木デザイナーの守重シゲ子先生をお迎えし１家族２作品を作っ
て頂きました。最初に先生にお父さんが指導を受けながら作成し、２作目はお父さんに先生に
なり子供たちに作って頂きました。普段家庭ではあまりお父さんが活躍する場面が少ないせい
か、どの家族もお父さんの作る作品に感動のまなざしを注ぐ子供達。２作品目はお父さんの指
導を真剣なまなざしで聞き作業をする子供達、それを楽しそうに見ているお母さんの笑顔を見
たとき本事業を行ってよかったと確信しました。最後に行ったアンケート結果からも参加して
頂いたすべての家族から「家族のコミュニケーション」の大切さを理解して頂きました。

−16−

青少年育成委員会 スローガン　不動心～平成志士へ思いを込めて～

委　　員
岡崎　考浩

委　　員
関　　伸久

事業内容

委 員 長
横山　武志

委　　員
荒川　光雄

副委員長
山崎　友和



2．10月度例会　講師例会「虐待から子供達を守る地域の目」
10月12日（水）萩商工会議所にて、元児童福祉施

設「湯の家」家長の宮原哲二先生を講師にお迎えし、
児童虐待の現状と虐待から子供達を守るために地域
で取り組むべきことについて講師例会を実施しまし
た。今まで先生の施設で実際にあずかられた子供た
ちの事や、私たちが住むこの萩市で起こった虐待事
例などをお聞きし、又、我々地域に住む一人の大人
としてどう行動すべきかわかりやすく説明して頂け
たと思っています。

3．親学　～子供たちが求める理想のパパ・ママ講座～
11月25日（金）萩市民館大ホールにおいて、プロゴルファー横峯さくらの叔父で、鹿児島

県志布志で３つの保育園を経営されている横峯吉文先生を講師にお迎えし親学講座を開催し
ました。横峯先生はYokomine式教育法を独自に考案されました。「すべての子供が天才であ
る」を信条に３つの子供たちが生まれ持つ力、心の力・学ぶ力・体の力を引き出す為に我々
大人がどのように子育てをするべきかわかりやすく講演をして頂きました。又、講演会には
萩市内で保育園に勤務されている保育士さんも多く来られており、質疑応答の時間では活発
な意見交換も行われ実りある時間を提供できたと思っています。
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１年間を通して今後の萩市を担う子供たちに何をするべきか考えさせて頂きました。私の思
いに全面的に協力して頂いた委員会メンバーの皆様感謝いたします。又、本年の事業すべてに
おいて、参加・ご協力を頂いた理事長をはじめとする会員の皆様本当にありがとうございました。

最 後 に 一 言
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